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【研 究 ノー ト】

バ リ州都市部における宗教団体の誕生

嘉 原 優 子*

はじめに

イ ンドネシアにおける宗教人口比は,イ スラム教徒が86.9パ ーセント,カ

トリック系キリス ト教が3.1パ ーセン ト,プ ロテスタン ト系キリス ト教徒 が

6.5パ ーセント,ヒ ンドゥー教徒が1,9パ ーセ ント,仏 教が1.0パ ーセン トであ

る(1985年 統計局調べ)。圧倒的にイスラム教徒が多いということと,ヒ ンド

ゥー教徒および仏教徒が少ない ということがわかる。いずれもイ ンドネシア

においては少数派である。 しか し,ヒ ンドゥー教徒 と仏教徒では大 きな相違

点がある。それは,仏 教徒が少ないながらもインドネシア全域にほぼまんべ

んな く居住しているのに対し,ヒ ンドゥー教徒 はその93.1パ ーセ ントがバ リ

島に居住 しているのである。数パーセ ントいる他宗教の信奉者はジャワ島を

始め,他 地域からバ リへ とや って きたイスラム教徒や,キ リス ト教徒,仏 教

徒である。言い換えれば,バ リ入であるとい うことは,ヒ ンドゥー教徒であ

るということだ。

バ リ島はヌサプニダな どの小島を含 めてインドネシアの一州であり,そ の

面積は5561平 方 キロ,イ ンドネシア全体に占める面積 は029パ ーセン トに過

ぎない。そして,バ リ島に住む人々の約95パ ーセン トがヒンドゥー教徒であ

るが,そ れで もインドネシア国民の2パ ーセ ントに満たない。
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現在,mの 観光 リゾー ト地 となった 「バ リ」のイメージは,巷 では 「イ

ンドネシア」のイメージよりもはるかに多 く語 られているが,上 記で述べた

ように,バ リは宗教的にも地域的にも,イ ンドネシアにあってはm野 一地

城に過 ぎない少数派なのである。

1950年 にバ リ島がインドネシア共和国に編成されて以降,バ リ人はインド

ネシア政府の進める国家統一政策に巻 き込まれていった。イ ンドネ シアは

「多様性 の統一」をスローガンに,国 是 として五項 目からなる 「パ ンチャシラ」

を掲げた。その中で もまず挙げ られたのが 「唯一神への信仰」であった。政

府は唯一神への信仰を条件に,国 民の宗教の自由を保障 したのである。当初,

唯一神 を持つ宗教 として認知 されていたものはイスラム教,カ トリック,プ

ロテスタントであり,バ リ人のヒンドゥー教 には,1952年,種 々の土着信仰

と共に 「その他の宗教」であるとの決定が下された。 自らの宗教が異端であ

ると判定されたのである。これはバ リ人にとっては大 きな驚 きであ り,耐 え

難い恥辱でもあった。イスラム教徒 たちは,イ ン ドネシアにおけるマ ジョリ

ティを背景にパ ンチャシラに対立することもあった。イスラムのmの 上 に

掲 げるような国是は容認できないとい うことである。 しか し,少 数派のバ リ

人ヒンドゥー教徒 たちは,と にか く,い かにこのパ ンチャシラの要求に応 え

つつ,自 らの宗教の正統性を政府 に認めさせるか,努 力を重ねてい くことに

なる。 ヒンドゥー教の指導的立場 にある人kを 中心にヒンドゥー教評議会が

組織された。教義が整えられ,教 義書が作 られ,唯 一神 も創 られた。それぞ

れの村で個々に行 われて きた儀礼は簡略化 され統一への努力が払われた。そ

して遂に1965年,バ リ人のヒンドゥー教 は唯一神への信仰 として国の認め る

宗教 となったのである。

近年では,仕 事 を求めて都市部に移 り住む人々も多 く,生 まれ育った村で

行われていた宗教行事などに必ず しも参加できる状況にない。移 り住んだ都

市では,バ リの様々な地域か ら出て きた人kの みならず,イ ンドネシア全域

か らバ リ島へやって きていた人々が住む新 しいタイプの町が形成 されてい

る。ここにはヒンドゥー教徒だけでな く,イ スラム教徒やキ リス ト教徒 も共
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に暮 らしてお り,そ のような場所では,地 縁的な神格 を祀るための寺院 もな

く,祭 礼を行 うこともない。企業や役所 などに勤める人々には,210日 ごと

に行われる郷里での祭礼にいちいち戻 っている余裕もない。実践宗教 として

のバ リ ・ヒンドゥーは,現 在,大 きく変容 しつつある。

このような現状 において自らの宗教的アイデ ンティティを模索する人々も

いる。現在,デ ンパサールで活動 しているヤヤサン ・プンガヨマ ン ・マジャ

パ ヒト(YayasanPengayomanMajapahit)も その一つである。

ヤヤサ ン ・プンガヨマン ・マ ジャパ イ トの歴史

(1)現 在の活動

ヤヤサ ン ・プンガ目マ ン ・マ ジャパ イ ト(以 下,YASPEMA)は,現 在,

バ リ州デ ンパサール市 に本拠を置 く宗教団体である。ヤヤサンとは法人,プ

ンガヨマンとは加護,マ ジャパイ トは13世 紀末か ら15世 紀 まで中部ジャワに

勢力を誇った王国名であ り,イ ンドネシアにあっては栄光の代名詞でもある。

会貝数 は約150名 で,地 域やカース トを越 えて結びついている。家族で入会

している場合が多い。それぞれの会員は,自 宅において月木土の週3回 の祈

祷 を行 う。これにはお よそ半時間か ら場合 によっては1時 間近 くかけること

もある。中にはカマル ・スチと彼 らが呼ぶ聖なる部屋を屋敷内に設け,そ こ

で祈る会員もいる。それ らの決め られた 日以外でも可能であれば祈 りを捧げ

る。夜だけでな く毎朝祈 りを捧げる人 もいる。デンパサール市内に聖なる泉

を擁する聖所を持ち(か つてはここが集会の場であった。現在は子孫によっ

て守 られ許可なく入ることはで きない),デ ンパサール郊外の現在の最高責任

者イ ・ニ ョマ ン ・リラ氏の自宅において毎週水曜 日夜に集会 を開いている。

集会へは,市 外や県外からも会員が訪れる。各人がなんらかの供物 とともに

お布施を持参する。毎回人数はmで はないが,決 して狭 くはない指導者宅

の1階 は,正 装をした人々で埋め尽 くされる。会員以外に噂を聞きつけた人

が訪れることもある。その多 くが原因不明の病気に罹っていた り,な んらか

{3)



86 人文学部研究論集(第5号)

の不幸を抱 えている人であるという。指導者の妻 は,特 別な修行 を積んだこ

とはないというが,そ ういった人kの 体に触れマン トラを唱え,聖 水をかけ

るなどして 「治療」を行 う。 しか し本人は治療 という意識はないし,シ ャー

マ ンでも呪医で もないと言っている。この治療行為の補佐 には高校生の長男

が当たっている。YASI'EMAの 現在の筆頭指導者イ ・ニ ョマ ン ・リラ氏は現

在51歳 で医師で もある。 また彼の義弟がその補佐に当た り,事 務的な処理を

行 っている。

YASPEMAは,そ の興 りにおいてはサ ンガル ・プンガヨマ ン(Sanggar

Pe血gayoman)と いう少数の同志 の集 まりであった。彼 らは瞑想や断食など

の禁欲行 を集団で実践 していた。現在,最 高責任者の地位にあるイ ・ニョマ

ン ・リラ氏はごく初期か ら参加 していたが,彼 が中心 的立場にあったのでは

ない。YASPEMA開 祖ともいうべ き重要人物が存在する。

(2)開 祖R.A.シ ティ ・スタル ミについて

かつて中部 ジャワからバ リへ家族と共に渡って きた女性ラデン ・アユ ・シ

ティ ・ス タル ミ(RaderAyuSitiSntarmi)は,デ ンパサールに居を構えた。

やがて彼女は弟たちや友人たちと共に禁欲行を実践す るようになる。真摯な

修行の日々を送っていたある日,ス タルミは,全 能なる至高神に祝福 され天

啓を受けた。神 は彼女に告げた。「私は私 を信 じる人々を導 くためにお前の身

を借 りて地上に降 りよう。お前 は私をその身に受けることができるよう自ら

の身体 と魂を浄めなければならない。そのために断食 を行い完全なる状態で

私の降臨を待つように。」す ぐさまス タルミは,神 に課せ られた条件 を満たす

べ く厳 しい断食を決行 した。そして1963年3月15日,彼 女は突然 トランス状

態に陥る。この日,全 能なる至高神 は彼女の身体 を借 りて信者に初めて語 り

かけたのである。それ以来,3月15日 はYA$PEMAの 聖なる教 えが示 された

記念 日として,"3月15日 の降臨 日"と 呼ばれて現在 も毎年信者たちによって

祝われている。

1963年3月15日 以降,神 は夜毎夜毎途絶えることなく トランス状態のスタ

ル ミの身体 に降臨し,そ の存在 を現 し,い かに瞑想 を行 うべ きか信者たちを
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導いた。降臨 した神は,普 通の人間では到底できないような奇跡をス タルミ

の身体 を使 って示した。た とえば歩 くことす らで きなかった重病人をたちど

ころに治 した り,大 地か ら宝剣 を引き抜いた り,姿 を消 した り,人 々に特別

な力を与えた りなどといったことをで ある。 こういった形での神 の導 きは

1972年 まで続 けられたが,や がて大 きな試練を迎 えることとなる。1972年,

会員の一人が病気にかかった子供を治療のためにスタル ミ師のもとに連れて

きた。ス タル ミ師に降臨した神は,子 供を聖なる地下室に導 き入れ,治 療の

ためにそこにとどまるよう告げた。子供の親は連れ帰ることを望んだが,治

療 中であるとしてその望みは聞き入れられなかった。病気 の子供 を心配した

あまりに,親 は子供が誘拐 された と警察に訴えたのである。スタル ミ師の行

為 は,世 間の人々の誹諸中傷を浴 びることとなった。この事件をきっかけに

神が信者たちを導 く方法に大きな変化がお こった。そしてYASPEMAは 次の

段階を迎える。

(3)聖 歌と聖像の降臨期

1972年 の事件を境に,修 行に参加 していた多 くの信者がYASPEMAを 去っ

ていった0信 者数が減少 した後,神 の化身は降臨す る度に聖歌(syaxr)の 形

で,あ るいは聖像(arca)の 形で天啓を示 し始めるようになった。それ らの

聖像 は,人 類にとってきわめて有益 なものであったけれども,こ の時点では

まだその有益性は理解 されていなかった。ス タルミ師の身体 に降臨した神 は,

17篇 の聖歌 と117体 の聖像を信者に授 けた。このような活動を地道に続ける

うちに,去 っていった人々が再び戻 り始め,救 いを求めて新 しく信者 となる

人々の数 も増 えていった。神の降臨と神への信者たちの献身は,lass年11月

29日 にスタルミ師がこの世を去 るまでずっと続けられた。 この時期,信 者た

ちは 「沈思黙考する人々」 と呼ばれていた。 というのも,「修業する」という

ことの意味内容が,「沈思黙考をする」という意味に変わっていったからであ

る。

この時期に授け られた聖歌は,現 在もYASPEMAの 修行 に必要不可欠な要

素 となっている。週1回 の集会では,カ セッ トテープか ら流れる明るいオル
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ガンの調べにのって聖歌が流 れる。音楽が流れている間,人 々は座 って目を

閉じ,手 を合わせる。誰 も一言 も発さない。聖歌の録音 されたカセッ ト・テ

ープを自宅に準備 して,自 宅での修行に用いる信者 も多いDま た,聖 像の多

くは最高責任者であるニ ョマ ン氏の自宅の敷地内と屋敷内に設けられた聖な

る部屋 に置かれてお り,信 仰の対象 となっている。

(4)YASPEMAの 誕生

医師で もあるイ ・ニ ョマ ン ・リラ氏 は,妻 と共 に,晩 年病いの床についた

スタルミ師の看病 に当たっていた。ある日,病 床のスタルミ師に神が降臨し,

ニョマン氏と彼の妻に次のように商い掛けた。「汝はサンガル ・プンガヨマ ン

の教えを遵守 し,後 継者 となるかa」 神 はそれを3回 繰 り返 したという。

ス タル ミ師の死後,ニ ョマ ン氏が集団のまとめ役 となったが,神 と直接交

渉をする能力はニョマ ン氏夫妻 を含め,信 者の誰 も持っていなかった。人々

の信仰の拠 り所となった神の言葉や神のあらわす奇跡に触れることができな

くなったのである。信者たちの間に動揺が広が り,次 第に修行に支障が出る

ようになっていった。ニ ョマ ン氏や中心メンバーたちは,も しプンガヨマン

の聖なる尊い教 えを十分にかつ正 しく理解 しているのであれば,た とえ神の

奇跡に直接触れることがで きなくとも迷いは生 じないはずであると考えた。

そ して,プ ンガヨマ ンの教えを維持し,よ り良 く理解するために,私 的なサ

ークルにすぎないサ ンガル ・プンガヨマンを法人化 し,集 団としてのアイデ

ンティティを確立しようとしたのである。ニ ョマ ン氏夫妻の努力 と主たるメ

ンバーの献身的な協力によって法人化 の手続 きは進められ,ス タルミ師の死

後3年 を経 たX996年11月29日 にサ ンガル ・プンガヨマ ンは晴れてヤヤサ

ン ・プンガヨマン ・マジャパイ トYASPEMAと して再出発することになった

のである。

法人化 とそれに伴 うプンガヨマ ンの教えの体系化 によって,信 者たちは神

から下 された宝物,聖 歌,聖 像,そ れ以外のあ らゆる事柄 について十分に学

び深 く理解 し,そ れを実践 し守ることができるようになったという。そ して,

それまで明らかにされていなかった数々の宝物がいかに人類にとって有益 な
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ものであるかを理解 し,そ れ らを人類を救 うために使うことができるほどに

なったのである。たとえばある聖像は世界を滅 ぼす大地震 を防ぐために下さ

れたという。次に彼 らはYASPEMAの 教義書作成 に着手する。

(5)教 義の整理

スタルミ師が信者を率いていた時期に,神 によって下された下された教義

は次の三つの様相か らなる。

1:霊 的なものにかかわること

2:知 識にかかわること

3:組 織にかかわること

いかに霊的なものに関わるかということについては,基 準 となるものさし

はない。すべては神 の現れに対する瞑想者たちの懸命なる奉仕にかかってい

る。 したがって,そ の評価はすべて神 に委ねられている。知識に関わること

の内容 は,主 として社会を構成する原則についての理解であるOYA.SPEMA

の信者のほとん どすべてがヒンドゥー教徒であると同時 にインドネシア国民

でもある。したがってY乱SPEMAの 聖なる教えを理解する際にヒンドゥー一教

の教えに対立 した り,イ ンドネシア国是である建国五原則パ ンチャシラから

逸脱す ることは認められない。 また,当 然のこ ととして新 しい宗教 を作った

りしてはならない。そ して組識は,悟 りの境地 を獲得するための修行を助け

るもの として機能 しなければならない。

これ らの三様相 をふまえた上で,YASPEMAは まず修行の実践方法入門を

編集 し,そ の中で 「神への尊い献身を伴 う沈思黙考によって,悟 りを開くこ

とがで きる」 とい う精神 的指標 を示 した。 この指標 に基 づ き,誰 もが

YASPEMAの 教えを学ぶことができるようにと指導書を作成 した。聖なる教

えを学び正しく理解することによって,信 者は迷いか ら脱却 し,聖 なる教え

を実践 し遵守することができるようになったのである。

すでに成文化 されたYASPEMAの 教義には以下の ものがあ り,現 在も作成

が続けられている。

1:生 きる方法としてのプ ンガヨマンの聖なる教え
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2:聖 な る教 え の珠 玉の言葉

3:プ ンガ ヨマ ンの シャイ ールの意味

4:プ ンガ ヨマ ン ・マ ジャパ イ トの修行方 法

5:パ ンチ ャ ・ダルマ(PancaDhaxma)

6:尊 い 目的で ある真 の人 間

7:自 己 の滅 却

8:真 の聖像

9:パ ンチ ャ ・ダル マに よる魂 の導 き

10:プ ンガ ヨマ ンの聖なる教 えを通 じて到達 す るモクサ(Moksa)

11:カ ルマ(㎞a)

むすびにかえて

YASPEMAの 変遷は,1950年 代 のバ リにおけるヒンドゥー教認知運動やそ

れに続 くバ リ ・ヒンドゥーの体系化の動 きと無関係ではないと思われる。ス

タルミ師に初めて神が降臨した1963年 前後には,そ の動きが特 に活発であっ

た時期 と重なっている。 ヒン ドゥー教徒であるということはバ リ人のアイデ

ンティティの根幹である。そ して,イ ンドネシアに編入 されたことによって,

イ ンドネシア国民でもあろうとするバ リ人のアイデンティティは大 きな変換

を迫 られることになったと考えられるO

R.A,シ ティ ・スタル ミ師のライフヒス トリー,修 行形態の変遷,教 義に

ついてなど,調 査すべ き点は多 く残されている。ジャワやスマ トラに無数に

存在するクバティナン(kebatinan)と いうジャワ的神秘主義 との比較 も,今

後視野に入れて研究を進めるべ きであろう。

(2000年10月2日 受理)
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